平成２８年度　第２回鶴岡市廃棄物減量等推進審議会（会議概要）
〇 日　　時　　平成２９年３月１４日（火）午後２時から午後３時３５分

〇 会　　場　　鶴岡市クリーンセンター研修室

〇 次　　第　　１．開会　２．市民部長挨拶　３．会長挨拶
４．審議
平成２９年度「一般廃棄物処理実施計画」（案）について
食品ロスについて
５．その他　６．閉会

○ 委員出席者　１６名中、１３名出席（名簿別添のとおり）

○ 市側出席者　 市民部長、廃棄物対策課長、各庁舎市民福祉課長等、

廃棄物対策課職員８名（名簿別添のとおり）
１．開会　（午後２時開会）
２．市民部長挨拶（内容省略）
３．会長挨拶（内容省略）
（審議会成立の報告）

事務局より、鶴岡市廃棄物減量等推進審議会条例第6条第2項の規定に基づき、本審議会の成立を報告（成立要件は、委員の半数以上の出席による）
４．審議
（１）平成２９年度「一般廃棄物処理実施計画」（案）について

資料に基づき説明（資料別添のとおり）
（委　員）ごみ有料化の議論については、どのように進めるのか。

（事務局）次回審議会までに資料を準備するので、審議いただきたい。
　　　　（委　員）高齢者のごみ分け出しについて、早急に対応を進めてもらいたい。

　　　　（事務局）高齢者施策は、費用負担の在り方も含めて検討中です。

　　　　（委　員）家庭から出る生ごみの水切りは、道具の情報も合わせて住民に周知することで効果が出ると考えられるので、対応してもらいたい。

　　　　（事務局）過去にもＰＲしていますが、今後も紙面等でＰＲしていきます。

　　　　実施計画案承認
（2）その他　食品ロスの軽減について

　　　　（委　員）鶴岡商工会議所で30・10運動に取り組むと言っているが市の考えは。
※30・10運動：宴会時に、乾杯から30分と終了前の10分間は、席で料理をゆっくり味わう時間にして、食べ残しをなくする取組み
　　　　（事務局）商工会議所と情報交換し、歩調を合わせて、進めていきます。

　　　　（委　員）食品ロスの低減について、行政で、食品を廃棄する事業所と肥料化する事業所の橋渡しをできないか。

　　　　（事務局）状況を把握するため、聞き取りを行います。

　　　　（委　員）学校給食について、地産地消などに取り組んだことで、食べ残しが減ったという他自治体の事例がある。市の取組みはどうなっているのか。

　　　　（事務局）本市第２次食育地産地消計画の改訂作業を進める中で、食品ロス低減についても検討課題としています。今後、庁内で連携して食品ロスの低減を進めていきます。

５．その他
　　　　（委　員）鶴岡市衛生組織連合会の今後について検討をしているが、地区の衛生組織連合会も含めて調整をしてもらいたい。
　　　　（事務局）それぞれの組織ごとに取組みが異なっており、また、地区ごとの活動を阻害することのないように、事情を把握している地域庁舎を中心とした調整になるものと考えております。
６．閉会　（午後3時35分閉会）

